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【ポイント】

◆横浜でのダイヤモンド・プリンセスのCOVID-19集団感染の隔離対応は，国内への感染

拡大を防いだ成功事例である．

◆クルーズ船の換気レベルは，陸上の病院施設と比べても遜色ない．

◆自然災害および新しい感染症に対応できる，機動性と自己完結を有する病院船の整備が

望まれる．

【キーワード】クルーズ客船， クラスター，病院船

治療を受けることができ，残る乗客・乗組員も

船内隔離されていたので，陸上の医療施設の病

床数を過度に圧迫することもなかった．

本稿では， 「ダイヤモンド・プリンセス」の

新型コロナウイルス禍発生の経緯を報告すると

共に，今後のクルーズの在り方，客船の病院船

としての役割等について論じる．

ダイヤモンド・プリンセスでの

大規模クラスター

中国武漢で発生した新型コロナウイルスの感

染がクルーズ客船にも波及した． 中でも，米プ

リンセスクルーズ社が年間を通して日本発着ク

ルーズに就航させる11万総トン級の「ダイヤ

モンド・プリンセス」は， まさにこの新型ウイ

ルス禍の直撃を受ける結果となった．

1．感染源

感染源となったのは，香港から飛行機で来日

して横浜から乗船した80歳代の乗客とみられ

|’ はじめに
新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の国

内初のクラスターが，大型クルーズ客船「ダイ

ヤモンド・プリンセス」で発生したのは， 2020

年2月のことだった. 700人以上が感染すると

いう大規模クラスターであったが， 日本政府の

迅速な対応が功を奏して，約2週間でほぼ抑え

込みに成功した')． このように水際対策が成功

した理由は種々あるが，最大のポイントは， ク

ルーズ客船が，大勢の乗客・乗組員に対して，

宿泊から飲食まで長期間にわたり自立的に生活

機能が維持できる輸送機関であったことにあ

る．電気も水も船上でつくることができたおか

げで新型コロナウイルス感染症の潜伏期間とさ

れる2週間にわたり，乗客を個室隔離すること

可能だった．発症または陽性と診断された乗

客・乗組員は，陸上の病院に搬送され，適切な

公衆衛生vol.85No.6 2021年6月 3790368-5187/21/紙:￥8叩/電子:￥12側/證文/JCOPY



: …蕊蕊蕊蕊鱗鍵灘蕊蕊蕊蕊.響騨鶏識騒騒‘壕蕊.照.霧鶴韓識号#&鴬慰群･鍵鼠 .鐸.滑蝉鱗密議． i‘群'諺､i噂 字羅､職 ‘鴎 ､窓 “農盤”息 霧噌塞懲､"､~

COVD-19が流行しない社会を目指す－社会医学・環境衛生学の視点から
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表1 ダイヤモンド・プリンセスの船内感染の経緯

2()2()年1月2()日m､" '"|横浜出港

|鹿児島寄港

I香港寄港

チヤンメイ寄港

: カイラン寄港

維隆寄港

Ⅷ|噸寄港検疫。 |]本入|劃手続き

，香港で下船した男性乗客(80歳)の新コロナウィルス感染が判lﾘ1

:描浜沖停泊那覇での検疫を取り消し，再検疫を開始
船内検疫

10人の感染判明(症状のある273人分の検査中） 朝から「部屋から出ないように」との隔離開始

14日間の客室待機による隔離を決定

10人の感染判Iﾘl 計20人に悠染判明者は陸上揃院に搬送 「はくおう」の横浜派逝決定

41人の感染判明計61人にウェステルダムのⅡ本人港拒否

’ 3人の感染判明計64人に

6人の感染判|ﾘ］ 計7()人に

クルーズ代金の全額払い戻しを発表65人の感染判明計135人に

‘ 39人の感染判明計174人に
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2月8 1 1 :
2月9 1｣ :

2月10H ;

2月12日 !
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４

』44人の感染判明計218人にウェステルダムがカンボジアに到着 14Hに下船開姑．

;:!撫鯆1謹職釧側人…蕊雷ll "訓職“犬…嬢に繍綱Iに
《70人感染判明全乗群のウイルス検査をして陰性ならば19 I Iから順次下船を決定

::柵郷,淘八蒲喫薪が手ﾔｰ,_鶴で端倒,対…細細0人,感雛謝絢‘叩八…ﾎ桐
#後軍施設で2週間の隔離
§88人感染判明
79人の感染判明． 感染者は計621人に陰性の443人が下船．帰宅の途に

陰性の274人が下船

･ 164人のオーストラリア人乗客がチャーター機で帰国全員を2週間の隔離うち6人に発熱

2人が陽性反応

・陸上施設で治療中の2人が死亡

・ 1人は神奈川県在住80歳代男性 11日に捕院に搬送, 12 1=I陽性判明

・東京都在住80歳代女性発熱で12 1 |に病院に搬送13日に|湯性判りl

陰性の253人が下船陰性として下船した乗客は計70人に

感染者と同室だった濃厚接触者は健康観察期間が延びるため|ﾏ船が遅れる．

陰性として下船した2人が発症1人は2月5日より前にウィルス検査をしており． 下船条件を

満たしていないことが判明. 1人は下船条件を満たしている

下船した乗客80歳代男性が死亡．死亡者は計3人に

下船者全員の健康チェックを毎日行うことを決定と発表．
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垂感染原者乗船期間6日間

蚕感染原者下船後・船内感染拡大期間(10日間）

灘乗客隔離期間

隔離解除・乗客下船期間 (文献1より転載）
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なんらかの症状がでた乗客の検査を五月雨式に

行った結果で，船室隔離を行った後の乗客間で

の感染はないと判断され， 14日間にわたる隔

離の終了が決定されて，陰性が確認された乗客

から順次下船したためだ．報道によれば， 中国

等での症例研究では14日以上の潜伏期間の感

染者は2％程度であり， ダイヤモンドプリンセ

スの場合は，下船後に発症した乗客の数はそれ

を下回っていた．

5．感染拡大の要因

新型コロナウイルスの感染は，主に飛沫感染

と接触感染とされている．飛沫感染は，唾や

咳・ くしゃみ等による飛沫による直接感染であ

り，接触感染はウイルスを含む飛沫が付いた物

を触った手で， 口，鼻， 目などの粘膜に触れる

ことで感染する間接的な感染である．

クルーズでは，乗客同士の会話や飲食が多い

ので飛沫感染のリスクは高く， またウイルス保

菌者が廊下や公室等で周囲の物にウイルスを付

着させたことによる接触感染も多い．特に廊下

や階段の手すり， レストランやラウンジでの椅

子の肘置き等は，乗客が頻繁に手で触るので感

染リスクが大きい．特に， クルーズ客船では

60歳以上の高齢の乗客が多く，海の上では船

も揺れるので，手すりを利用することが多くな

り，接触感染の可能性は高くなるとみられる．

マスコミではクルーズ客船の換気が問題視さ

れていたが，基本的に飛沫感染が主であり，エ

アロゾル(気体中に浮遊する微小な液体や固体

の粒子)による感染の可能性は低いとみられて

おり，横浜での隔離開始時点で，換気について

は，船内循環を遮断して100%外気の空調に変

更されていることから，少なくとも隔離開始後

の船室間での空調による感染はなかったといえ

る．

6．低い乗組員の感染率

2月23日の時点で， 同船での感染者数は，

乗客・乗組員で690人(最終的には712人)とな

ている．鹿児島に寄港したのち， クルーズ6日

目に香港で下船し,その後,同船がベトナム等に

寄港して2月1日に那覇に寄港した時点で同乗

客の新型コロナウイルス感染が判明した(表

1)').

2．船内感染の拡大

同船は，香港出港後にベトナム(チャンメイ，

カイラン)と台湾(基隆)に寄港して，那覇が最

初の日本再入国港であり，入港時に検疫を受け

ていたが，香港からの通報によって，濃厚接触

者の船内感染が疑われたため，那覇出港後，横

浜港への到着を予定より早め， 2月3日夜に東

京湾に到着して再検疫が行われた．発熱等の症

状のある乗客のウイルス検査の結果，翌5日に

は10人の感染者が判明し，感染者の陸上病院

への搬送が行われた． また， 5日朝からは全乗

客の船室での隔離が始まった．感染源の乗客が

横浜で乗船した時からこの時点までの16日間

にわたって船内感染拡大が続いたこととなる．

2月19日に2週間の隔離が終了して，乗客

の下船が始まった時点での乗客の感染者数は

621人となった(表1)．

3．感染拡大のスピード

感染者との接触が始まったとみられる横浜乗

船時から，横浜港での船室隔離までの期間は

16日． この間に, 1人の感染者から1日当たり

1.5人に感染させたとすると, 16日目には600

人を超えることとなり，実際の感染者数とかな

り近い． もし，最初の感染者が判明した13日

目に那覇で隔離を始めたとすると，感染者は

200人程度にとどめられたことになる． しか

し，現実には，新型コロナウイルスに関する情

報もまだ少なく, PCR検査もできない船上で，

その判断は難しかったと思われる．

4．下船最終日まで公表感染者数が増え続けた

のはなぜ？

感染者数は下船最終日まで増え続けた． これ

は，乗船者全員のウイルス検査は実施せずに，
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